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１. 自律移動支援システムの概要 
１.１. 自律移動支援システムのサービス 

１.１.１. 想定するサービスの対象者 

 自律移動支援システムは、身体的状況、年齢、言語等を問わず、誰もが利用できるよう構築していく

ことを目指しており、『公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン』（平成 19 年 7
月 国土交通省）における「対象と想定するケースの例」に掲げる対象者とケースを参考に、自律移動

支援システムが想定するサービスの対象者を表 １.１-1 とした。 
 しかしながら、想定される対象者やケースおよびそれらの組合せは多種多様であり、現時点ですべて

の場合に完全に対応することは、極めて困難である。また、完全なシステムを目指すことが、比較的早

期に実施可能なサービスの実現に影響を及ぼすことも考えられる。そのため、自律移動支援システムが

想定するサービスの対象者は、地域の実情や採用する技術の特性などを踏まえ、臨機応変に検討する必

要がある。 
 なお、本仕様（案）に定められている各種機器類、データ等の仕様は、概ね表 １.１-1 に示す対象者

やケースを想定したサービスに対応できるよう配慮しながら設定した。しかしながら、対象者やケース

によっては、利用者のニーズの一般化や、機器・アプリケーション等の対応が現時点で十分に進んでい

ないため、現時点で十分なサービスを提供できない場合もある。引き続き、最新の研究による知見や技

術開発の動向を踏まえながら、より多くのケースに対応できるようスパイラルアップしていく必要があ

る。 
 

表 １.１-1 自律移動支援システムが想定するサービスの対象者 

対象者 対象とするケース 

高齢者 ・（例）歩行が困難、視力・聴力が低下など 

車いす使用者 
・手動車いすを使用 

・電動車いすを使用 

肢体不自由者 

（車いすを使用 

  しない場合） 

・杖などを使用している場合 

・義足・義手などを使用している場合 

・人工関節などを使用している場合 

内部障害者 
・長時間の歩行や立っていることが困難な場合 

・オストメイト（人工肛門、人工膀胱造設者） 

視覚障害者 

・全盲 

・弱視 

・色覚障害 

聴覚・言語障害者 

・全聾 

・難聴 

・言語に障害がある場合 

知的障害者 

精神障害者 

発達障害者 

・初めて施設を訪れる場合 

・いつもと状況が変化した場合 

妊産婦 ・妊娠している場合 
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乳幼児連れ 

・ベビーカーを使用している場合 

・乳幼児を抱きかかえている場合 

・幼児の手を引いている場合 

外国人 ・日本語が理解できない場合 

その他 

・（例）一時的なけが（松葉杖やギブスを使用しているなど）や 

病気の場合 

・重い荷物を持っている場合 

・初めて訪れる場合 

・単独で移動している子供（いつもと状況が変化した場合） 

・特に移動に対する制約を持たない場合 

 
１.１.２. 実現を目指すサービスとその概要 

自律移動支援システムにおいては、「現在位置案内」、「施設情報提供」、「経路探索」、「移動案内」、「注

意喚起」、「緊急情報」の６種類のサービス提供を行うことを基本とする。 
なお、表 １.１-2 には、現時点で技術的に概ね実用化段階に達しているサービスと、将来的に実現を

目指すサービスとに分けて示している。現時点で技術的に概ね実用化段階に達しているサービスについ

ては、各サービス内容の詳細を表 １.１-3～表 １.１-8 に示す。ただし、サービスの内容についても、

サービスの対象者と同様に、地域の実情や採用する技術の特性などを踏まえ、地域によって臨機応変に

対応していく必要がある。 
 
 

表 １.１-2 現時点で概ね実用化段階に達しているサービスと、将来的に実現を目指すサービス 

分類 概ね実用化段階に達しているサービス 将来的に実現を目指すサービス 

現在位置案内 
現在位置の表示／現在位置のランドマークを基

準とした案内（利用者による登録機能を除く） 

（表 １.１-3） 

現在位置のランドマークを基準とした案内（利

用者による登録機能のみ） 

施設情報提供 
利用者の属性を考慮した目的施設の情報提供／

公共性の高い施設情報提供 

（表 １.１-4） 

－ 

経路探索 

２点間の最短経路を探索／公共交通機関を含む

最短経路探索／経路属性を考慮したバリアフリ

ー経路探索 

（表 １.１-5） 

リアルタイムに変化する歩行空間環境を加味し

た経路探索／車いすでの電車・バスの乗車の可

否を反映した経路探索／公共交通の運行情報等

を反映した経路探索 

移動案内 

分岐点や曲がり角における移動経路案内／自動

ドア、ドア、エレベーター等、操作・行動が必要

な箇所で適切な行動の仕方を案内／誤った交差

点を曲がる等、案内経路から逸れた場合における

適切経路の移動案内 

（表 １.１-6） 

歩行空間逸脱時の情報提供／変更の可能性がな

い（低い）バス停、乗車ホーム等の案内／公共

交通の運行状況を反映したリアルタイム移動案

内 
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注意喚起 
経路上に固定された地物が存在する場合の注意

喚起 

（表 １.１-7） 

リアルタイムに変化する歩行空間環境について

の注意喚起／経路上に工事等の規制箇所が存在

する場合の注意喚起／歩行者・自転車が接近し

た場合の注意喚起／列車が接近した場合の注意

喚起／自動車が接近した場合の注意喚起 

緊急情報 
最寄りの避難場所の情報提供 

（表 １.１-8） 
移動案内中の災害発生時避難経路の移動案内 
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表 １.１-3 現在位置案内 

現在位置案内 
 現在位置の表示 

現在位置のランドマークを基準とした案内 
サービスの概要 ・ 画面に地図および現在位置を表示する。 

・ あわせて／もしくは、目的地もしくは周辺のランドマーク施設（駅等）

からの位置関係を案内する。 
情報提供の対象

となる地物およ

び情報提供の内

容 

 現在位置を示した地図を表示する（地図の縮尺・形式については規定

しない）。 
 住所、道路・交差点名称、出発地・目的地・駅などの経由地等を基準

とした相対位置、周辺のランドマーク等を基準とした相対位置等の方法

により、現在位置の情報提供を行う。 
情報が提供され

るタイミング 
・ 利用者が要求した時 

情報提供手法 ・ 表示 
・ 音声 

備考  周辺のランドマークを基準とした位置情報の提供を行う場合、ランド

マークとなりうる施設は利用者によって異なるため、利用者がランドマ

ークを登録できる機能を持たせることが望ましい。 
 視覚に障害がある利用者が特に不便と感じている自分の進行方向が分

かるようにするための機能はニーズが高いため、本サービスに機能を持

たせることが望ましい。 
 下記の機能を有することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 

＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
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表 １.１-4 施設情報提供 

施設情報提供 
 利用者の属性を考慮した目的施設の情報提供 

公共性の高い施設情報提供 
サービスの概要 
 

・ 現在位置周辺や任意の場所にある沿道施設について、対象とするケースご

との利用の適否も含めて検索し、情報提供する。 
情報提供の対象

となる地物およ

び情報提供の内

容 
 

 以下の施設および内容について情報提供する。トイレおよび避難所について

は、対象とするケースごとの利用の適否も含めて検索／情報提供する。 
・ 公共の用に供するトイレ 
・ 公共施設 
・ 病院 
・ 自治体が指定する避難所 

情報が提供され

るタイミング 
・ 利用者が要求した時 

情報提供手法 ・ 表示 
・ 音声 

備考  各種施設のコンテンツについては、各地方自治体が作成・公開したものを基

本的に活用する。 
 下記の機能を有することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 

＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 

＜入力方法＞ 
音声入力・読み上げ 
正しく入力できたか否か、入力した内容を音声で確認できる機能 
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表 １.１-5 経路探索 

 経路探索 
 2 点間の最短経路を探索 

公共交通機関を含む最短経路探索 
経路属性を考慮したバリアフリー経路探索 

サービスの概要 
 

・ 利用者が設定した出発地もしくは現在位置から、利用者が設定した目的

地まで、公共交通機関での移動も含め、対象とするケースにあわせた最

適経路を探索する。 
情報提供の対象

となる経路と情

報提供の内容 
 

＜情報提供の対象となる探索条件＞ 
・階段 
・エスカレーター 
・エレベーター 
・最小幅員 
・段差の有無と程度 
・歩道の有無 
・その他 
＜情報提供の内容＞ 
 坂道が経路に含まれる場合は地図などにより情報提供することとする。 

情報が提供され

るタイミング 
・ 利用者が要求した時 

情報提供手法 ・ 表示 
・ 音声 

備考  下記の機能を有することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 

＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 

＜入力方法＞ 
音声入力・読み上げ 
正しく入力できたか否か、入力した内容を音声で確認できる機能 
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表 １.１-6 移動案内 

移動案内 
 分岐点や曲がり角における移動経路案内 

自動ドア、ドア、エレベーター等、操作・行動が必要な箇所で適切な行動の仕方を案内 
誤った交差点を曲がる等、案内経路から逸れた場合における適切経路の移動案内 

サービスの概要 
 

・ 探索された目的地までの経路に沿って移動中の利用者に対して、分岐点や

曲がり角における進行方向の案内、自動ドア・ドア・エレベーター等の操

作が必要な箇所における行動案内を行う。 
・ 誤った交差点を曲がる等、案内経路から逸れた場合における適切経路の移

動案内を行う。 
情報提供の対象

となる箇所・事象

および情報提供

の内容 

以下の各地物／歩行環境のうち、利用者が予め設定したものが経路上に存在

する場合に情報提供する。 
・交差点等の経路変化、分岐点 
・階段 
・エスカレーター 
・エレベーター 
・建物等の入り口（出口） 
・踏切 
・横断歩道、押しボタン式信号 
・誤った交差点を曲がる等案内経路から逸れた場合 
・目的地 

情報提供の対象

となる箇所・事象

および情報が提

供されるタイミ

ング 

・各地物にさしかかる手前 
・設定された案内経路からある程度逸れた場合 
・目的地手前にさしかかった場合 

情報提供手法 ・ 音声 
・ 表示 
・ 振動により情報提供を行ったことを案内後、情報表示 

備考 
 

 前述のプッシュ型の情報提供にあわせて、利用者がボタンを押す等、情報を

要求した場合に目的地の方向・距離等を案内する機能があることが望ましい。

 下記の機能を有することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 

＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
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表 １.１-7 注意喚起 

注意喚起 
 経路上に固定された地物が存在する場合の注意喚起 

サービスの概要  通行に注意が必要な箇所や地物が存在する場合に、それらの存在を案内す

る。 
情報提供の対象

となる地物・事象

および情報提供

の内容 
 

以下の各地物／歩行環境のうち、利用者が予め設定したものが経路上に存在

する場合に情報提供する。 
・階段・エスカレーター 
・踏切 
・横断歩道、押しボタン式信号 
・歩道のない道路 
・蓋のない溝、水路等 

情報提供の対象

となる地物・事象

および情報が提

供されるタイミ

ング 

 それぞれの区間が開始、終了する十分手前とする（区間が連続する場合には

連続する最初の区間および最後の区間にて情報提供する）。 

情報提供手法 ・ 音声 
・ 振動により情報提供を行ったことを案内後、情報表示 

備考 
 

 注意喚起サービスのうち、「階段・エスカレーター」「踏切」「横断歩道」に

関する項目は移動案内サービスに含まれる。 
 下記の機能を有することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 

＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
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表 １.１-8 緊急情報 

緊急情報 
 最寄りの避難場所の情報提供 

サービスの概要  最寄りの避難場所の情報提供を行う。 

情報提供の対象

となる地物およ

び情報提供の内

容 

 災害が発生した場合の最寄りの避難場所となる施設の情報提供を行う。 

情報が提供され

るタイミング 
・ 利用者が要求した時 

情報提供手法 ・ 表示 
・ 音声 

備考  施設情報提供に含まれる。 
 下記の機能を有することが望ましい。 
＜拡大文字＞ 
拡大文字による表示 

＜再発話機能＞ 
音声での情報提供が聞こえなかった際に、再度発話できる機能 
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１.１.３. サービスの提供に必要な機能 

ここでは、想定するサービスの対象者や内容を地域の実情に応じて臨機応変に設定する場合や、本仕

様（案）にない手法の適用性を検討する場合などにおける検証の基本的な考え方を示す。 
表 １.１-9 は、表 1 .1-1 に示した対象者の属性ごとに、特に重視されるサービスと、そのサービス

を提供するためにシステムに求められる配慮を整理したものである。想定するサービスの対象者に応じ

て、どのようなサービス内容が重視され、そのサービスを提供するためには、構成する機器類にどのよ

うな機能が必要となるのかを考慮しながら、本仕様（案）の２章以降に示された要求事項を満足するよ

う、システムとしての妥当性を検証する必要がある。また、同じサービスの対象者や内容であっても、

既存の案内システムとの併用の有無、情報提供の方法（ピンポイントでの案内か一定の範囲での案内か、

移動中の案内か停止状態での案内か）等、前提とする条件によっても必要となる機能に影響するので、

検証に当たって注意が必要である。 
一方で、本仕様（案）においては、実証実験等を行い、表 １.１-9 および２章以降に示された要求事

項を満足するかという観点から、一定の実用性を確認した手法について、現場実務の一助として、参考

仕様、実装例等を示している。ただし、一定の実用性が確認された手法として記載されている場合であ

っても、様々な適用上の課題を有しているのが現実であり、それぞれの手法について、適用上の課題に

よく留意した上で、利用していくことが必要である。 
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１.２. 自律移動支援システムの基本構成 

 自律移動支援システムは、社会基盤、施設上のあらゆる「場所」に、場所を識別するコード（場所情

報コード）を格納した機器類を配置し、サーバー等で別途管理されている情報に、ユーザーが携帯端末

を使いアクセスできるよう構成されている。自律移動支援システムの一般的な構成を図 １.２-1 に示す。

本システムにおいては、現場の機器類には場所情報コードのみが格納され、場所に関連付けられた各種

情報は、サーバー等で別途管理されているため、日々変化を続ける情報の更新を迅速に行えることを特

徴としている。 
自律移動支援システムは「場所情報コード」、「位置特定インフラ」、「歩行空間ネットワークデータ」、

「施設データ」、「アプリケーション・サービス機能」、および、利用者が携帯する「携帯情報端末」に

よって構成される。これらのシステム構成要素の概要は以下の通りである。 
（１）場所情報コード 
 社会基盤、施設上のあらゆる「場所」を識別するために、「場所」に関連付けられたユニーク（唯一

無二）なコードである。 
（２）位置特定インフラ 
 社会基盤、施設上の「場所」に設置され、場所情報コードを格納・発信するための機器類である。電

波マーカー、IC タグ、IC タグ付視覚障害者誘導用ブロック、QR コードタグなどが例として挙げられ

る。 
（３）歩行空間ネットワークデータ 
 歩行者の安全な移動等を支援するためのアプリケーション・サービスに必要となる、歩行経路の空間

配置及び歩行経路の状況を表すデータである。 
（４）施設データ 
 利用者の属性に応じた利用可能な施設等に関する案内等を行うアプリケーション・サービスに必要と

なる、公共施設等の施設情報に関するデータである。 
（５）携帯情報端末 
 利用者が携帯し、位置特定インフラから場所情報コードを受信し、場所の情報と利用者の属性や要求

に基づき、必要な情報を提供するための機器である。一般的にはアプリケーション・サービス機能と通

信ネットワークを介して接続されるが、これらの一部または全部を内蔵するような形態も考えられる。 
（６）アプリケーション・サービス機能 
 場所の情報や利用者の属性や要求に基づき、必要な情報を提供するための機能である。 
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図 １.２-1 自律移動支援システムの構成図 

 
 自律移動支援システムは、官民の様々な主体の参画の下で、開発、活用等の行為が行われる。現時点

では、位置特定インフラの設置、歩行空間ネットワークデータ、および施設データの整備においては公

的主体の役割が重要であり、携帯情報端末の開発・製造、およびアプリケーション・サービスの実現に

おいては民間主体の役割が重要となる。そのため、本仕様（案）においては、主に、社会基盤、施設上

の「場所」に設置された位置特定インフラから発信される電波等の通信方式、およびサービス提供に必

要となる各種データを統一的に収集、蓄積するためのルールを設定しており、携帯情報端末が位置特定

インフラから場所情報コードを受信後、安全な移動支援に必要な各種データを活用してサービスを実現

する手法については、基本的な要件を示すだけにとどめ、民間等における創意工夫が発揮されるように

配慮している。 
 なお、図 １.２-1 のように構成されている自律移動支援システムは、ITU-T（国際電気通信連合 電気

通信標準化部門）勧告 H.621“Tag-based ID triggered multimedia information access system 
architecture”（ID タグを用いたマルチメディア情報アクセスシステムのアーキテクチャ）および勧告

F.771“Service description and requirements for multimedia information access triggered by 
tag-based identification”（ID タグの識別によるマルチメディア情報へのアクセスサービスとその要件）

と対応したものとなっている。 
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２. システムを構成する機器等の仕様 
２.１. 場所情報コード（ucode） 

 場所情報コードは、社会基盤、施設上のあらゆる「場所」を識別するために、「場所」に関連付けら

れたユニーク（唯一無二）なコードである。自律移動支援システムの特性を踏まえ、場所情報コードは

以下のような要件を具備している必要がある。これらの要件を満たすコードとして、自律移動支援プロ

ジェクトにおけるこれまでの実証実験等では「ucode」が利用され、一定の実用性が確認されている。

ucode については参考資料 1.1.に概要を示す。 
 

表 ２.１-1 場所情報コードが具備すべき要件 

分類 具備すべき要件 

技術的 

要求事項 

【コードの容量】 

 コードが表現し処理できる情報量が十分であること 

【コードの体系】 

 インフラ等の様々な場所に対応させることのできる体系となっ

ていること 

普及性 
【国際標準等への対応】 

 国際標準等に準拠していること 

運用・管理 

【汎用性】 

 コードを利用するためのコストが適切か。コードを利用するため

の権利取得等が適切に行えること 

【情報管理】 

 日常的な情報の追加、更新、セキュリティ対策等の管理を適切に

行うことができること 

【拡張性】 

 将来のサービス（情報量の増大、サービスの多様化）に対して拡

張することができること 
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２.２. 位置特定インフラ 

２.２.１. 共通事項 

 位置特定インフラは、社会基盤、施設上の「場所」に設置されて場所情報コードを格納・発信するた

めの機器類である。自律移動支援システムの特性を踏まえ、位置特定インフラは表 ２.２-1 に示すよう

な要求事項を具備している必要がある。 
 本仕様（案）では、これまでの実証実験等で、位置特定インフラとして一定の実用性が確認できた手

法を記載している。本仕様（案）には示されていない手法であっても、これらの要求事項を満たすこと

が、適切な過程を経て示された場合には、位置特定インフラとして使用することを妨げるものではない。 
 

表 ２.２-1 位置特定インフラに対する要求事項 

項目 
要求事項 

大分類 小分類 

技術的 

要求事項 

【位置特定の精度】 
利用者の位置を歩行空間ネットワーク上で特定するために必要な

精度で位置特定が可能なこと 

【機器類配置の自由度】 
利用者の位置を歩行空間ネットワーク上で特定するために必要な

密度で、相互に干渉・妨害等がなく機器類を配置できること 

【位置特定の確実性】 確実性、信頼性をもって位置特定が可能なこと 

【位置特定の迅速性】 
位置情報を適切なタイミングで取得するため、迅速に通信が可能な

こと 

【位置情報取得の利便性】 
位置情報の取得にあたって、利用者に無理な姿勢を強いるなど利便

性を損なうものでないこと 

【機器設置の影響・親和性】 

システムの他の機器、他の通信システム、利用者、公衆等への有害

な影響がなく、また汎用的な携帯端末等の関連機器類とも十分に親

和できること 

普及性 

【調達上の汎用性】 製造コストが適正で、誰でも製造できる汎用的なものであること 

【知的所有権上の汎用性】 
オープンなシステムの構成技術として誰もが利用しやすいもので

あること 

【国際標準等への対応】 国際標準等に準拠していること 

【課題の明確化】 
技術的な特徴や課題など、システムの利用や管理のために必要な情

報が明らかになっていること 

保守・点検 

【耐久性】 適用される環境（気象・荷重等）に対する耐久性を有すること 

【維持管理の便】 点検、補修、交換作業が不便でないこと 

【拡張性】 情報や機能の更新・拡張への対応が可能であること 
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２.２.２. 電波マーカー 

２.２.２.１. 一般 
 電波マーカーとは、無線通信により場所情報コードを発信する機器であり、主に、屋外または屋内に

おいてプッシュ型（利用者による積極的な情報取得動作を必要としない方式をいう）で位置特定を行う

ために設置する。 
 電波マーカーを利用した位置特定では、半径 3～20m 程度までの範囲で位置特定が可能であるが、歩

車道の区別、障害物の位置などを特定できるだけの精度で位置を特定することが困難であるため、視覚

に障害がある利用者に対する移動案内など、現在位置を精度よく特定する必要のあるサービスの提供に

当たっては、視覚障害者誘導用ブロックに沿った所定のルート上を移動していることを前提とするなど、

既存の誘導システムとの併用が必要である。 
 ここでは、これまでの実証実験等の成果に基づき一定の実用性が確認された 429MHz 帯特定小電力

無線通信を利用した電波マーカーを位置特定インフラとして用いる場合について、共通化が望ましい事

項およびその他の技術的要求事項を記述する。 
 なお、参考情報として、これまでの実証実験で使用された電波マーカーの基本仕様を参考資料 1.2.1.
に示す。 
２.２.２.２. 共通化が望ましい事項 
１）無線基本仕様は以下の通りとする。 

表 ２.２-2 無線基本仕様 

項目 諸元 

通信規格 
電波形式 
通信方式 

ARIB STD-T67 準拠 
F1D 
単信 

通信周波数 
429.2500MHz～429.7375MHz（7ch～46ch）12.5kHz 間隔 
8ch～46ch のうち 1ch 固定 

送信出力 0.5mW～10mW 可変（デフォルト：1mW） 

無線変調方式及び 
通信速度 

4 値 FSK（14.4kbps） 

通信方向 電波マーカーから受信機へ単方向 

通信頻度 可変または固定 

２）場所情報コードを発信する無線電文フォーマットは以下の通りとする。 
表 ２.２-3 無線電文フォーマット 

項目 容量（byte） 
ビット同期 12 
フレーム同期 4 
識別符号 2 
制御信号 2 
場所情報コード 16 
CRC 1 
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ア）ビット同期信号 
00100010・・・の繰り返しで 96 ビットとする。 

イ）フレーム同期 
ビット列 ： 10101010000010000000000010100010 

ウ）識別符号 
識別符号の値 ： 001101011110001 

エ）制御信号 
制御信号の各ビットの意味について、表に示す。 

表 ２.２-4 各ビットの意味 

上位／下位 bit 意味 

上位 8bit 

7 パリティビット(偶数パリティ) 

6.5 伝播損失（注：受信機側でマーカーから

の距離を推定するための参考情報） 
00：損失小 
01：損失中 
10：損失大 
11：損失極大 

4 電池電圧低下 
0：正常 
1：電圧低下 
（未使用時は 0 固定） 

3 Reserve 
1 固定 

2 Reserve 
0 固定 

1 Reserve 
0 固定 

0 Reserve 
0 固定 

下位 8bit 
7 パリティビット(偶数パリティ) 

6～0 制御信号以降のデータバイト数 

オ）CRC 
場所情報コード部の誤り検出をするための 1 バイトデータである。CRC 符号化範囲は場所情報

コードから CRC の範囲であり、生成多項式は以下の通りとする。 
CRC 生成多項式 ： x8+x4+x3+x2+1 
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カ）符号化方式及びデータ送出順序 
符号化符号は NRZ(Non return-to-zero)符号とする.また、データの送出順序は、電文フォーマッ

トの要素単位で MSB ファーストとする。 
３）衝突防止（アンチコリジョン）機能を有すること。 
２.２.２.３. その他の技術的要求事項 
１）設置される環境条件に十分耐えられること。 
２）電源は AC 給電方式を基本とするが、その他の方式であってもよい。 
３）各種設定を電波または有線による遠隔操作で変更できることが望ましい。この場合、第三者による

改ざん等を防止するために必要な措置をとること。 
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２.２.３. IC タグ 

２.２.３.１. 一般 
 IC タグとは、RF-ID タグに場所情報コードを格納したものである。IC タグを利用した位置特定では、

利用者が携帯情報端末を ICタグに近接させ、場所情報コードを読み取るという動作が必要となるため、

プッシュ型で位置特定を行う目的よりも、特定の施設についての情報提供など、プル型（利用者による

積極的な情報取得動作を必要とする方式をいう）で位置特定を行う目的での使用に適している。 
 ここでは、これまでの実証実験等の成果に基づき一定の実用性が確認された IC タグを位置特定イン

フラとして用いる場合について、共通化が望ましい事項およびその他の技術的要求事項を記述した。 
２.２.３.２. 共通化が望ましい事項 
１）使用する RF-ID タグは、13.56MHz 帯（ISO/IEC 18000-3 mode1 準拠）または UHF 帯（日本に

おいては 950MHz 帯）（ISO 18000-6 typeC 準拠）とする。 
２）場所情報コードは、ISO/IEC 15963 に規定される RF-ID タグの UID 領域に格納する。 
２.２.３.３. その他の技術的要求事項 
１）設置される環境条件に十分耐えられること。 
２）利用者が自律移動支援システム用の IC タグであることを認識できるよう適切な意匠を施すこと。 
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２.２.４. IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロック 

２.２.４.１. 一般 
 IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックとは、標準的な視覚障害者誘導用ブロックに RF-ID タグを付

属させたもので、視覚障害者がタグリーダー付き白杖で場所情報コードを読みだすことにより、利用者

の位置を特定する。 
 IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックを利用した位置特定は、高精度な位置特定が可能であるものの、

視覚障害者誘導用ブロックに沿ったルートから逸脱した場合の位置特定においては課題を有している。

また、インフラ・端末（タグリーダー付き白杖）ともに比較的高価であることが普及の妨げとなる可能

性があるため、当面のサービスにおいては、従来の（IC タグ付きでない）視覚障害者誘導用ブロックと

電波マーカー等他の位置特定インフラを組み合わせて使用することも検討する必要がある。 
 ここでは、これまでの実証実験等の成果に基づき一定の実用性が確認された IC タグ付き視覚障害者

誘導用ブロックを位置特定インフラとして用いる場合について、共通化が望ましい事項およびその他の

技術的要求事項を記述した。 
なお、これまでの実証実験で実用性が確認された IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックの参考仕様

を、参考資料 1.2.3.に示す 
２.２.４.２. 共通化が望ましい事項 
１）使用する RF-ID タグは、125kHz 帯（ISO 11785 FDX-B100 準拠）とする。 
２）場所情報コードは、ISO 11784 に規定する非動物用 ID としてタグに格納する。 
２.２.４.３. その他の技術的要求事項 
１）設置される環境条件に十分耐えられること。 
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２.２.５. QR コードタグ 

２.２.５.１. 一般 
 QR コードタグとは、二次元バーコードの一種である QR コードに場所情報コードを格納したもので

あり、主に、利用者がバーコードリーダー（カメラ）付き携帯情報端末を使用して位置特定を行うため

に設置する。 
IC タグと類似した機能を有し、特定の施設についての情報提供など、プル型で位置特定を行う目的で

の使用に適している。また、現時点で汎用的な携帯情報端末で読み取りができることと、利用者がタグ

に直接触れる必要がなく、やや離れた位置からでも位置特定を行えるという特徴を有している。 
 ここでは、これまでの実証実験等の成果に基づき一定の実用性が確認された QR コードタグを位置特

定インフラとして用いる場合について、共通化が望ましい事項およびその他の技術的要求事項を記述し

た。 
なお、これまでの実証実験で実用性が確認された QR コードタグの参考仕様を、参考資料 1.2.4.に示

す。 
２.２.５.２. 共通化が望ましい事項 
１）二次元バーコードの仕様は ISO/IEC 18004（JIS X 0510）による。 
２）場所情報コードは、第三者によるいたずらや改ざんを検出できるよう暗号化のうえ格納すること。 
２.２.５.３. その他の技術的要求事項 
１）設置される環境条件に十分耐えられること。 
２）利用者が自律移動支援システム用の QR コードタグであることを認識できるよう、適切な意匠を施

すこと。 
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２.２.６. 赤外線マーカー 

２.２.６.１. 一般 
 赤外線マーカーとは、赤外線により場所情報コードを発信する機器である。電波マーカーと類似した

機能を有しているが、情報提供範囲をある程度（半径 3～5m 程度）まで絞り込むことが可能であり、

よりピンポイントでの情報提供がしやすい半面、屋外では太陽光による影響を受けやすいという課題を

有している。そのため、地下街等、主に屋内において、歩行空間ネットワークが比較的高密度に存在す

る環境において、プッシュ型で位置特定を行う目的での使用に適している。 
 赤外線マーカーについては、これまでの実証実験等の成果に基づき、技術的に一定の実用性が確認さ

れているものの、国際的な標準規格である IrDA（赤外線データ通信協会）規格を実験において独自に

拡張した規格を使用しており、調達上の汎用性及び国際標準等への対応の観点から課題を有している。 
そのため、これまでの実証実験で使用された赤外線マーカーの基本仕様を参考資料 1.2.2.に示し、こ

こでは共通化が望ましい事項、およびその他の技術的要求事項について、基本的な事項を記述するにと

どめた。 
２.２.６.２. 共通化が望ましい事項 
１）赤外線発信部の基本仕様（波長、通信プロトコル等）。 
２）場所情報コードの格納（送信）方法。 
２.２.６.３. その他の技術的要求事項 
１）設置される環境条件に十分耐えられること。 
２）電源は AC 給電方式を基本とするが、その他の方式であってもよい。 
３）各種設定を電波または有線による遠隔操作で変更できることが望ましい。この場合、第三者による

改ざん等を防止するために必要な措置をとること。 
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２.２.７. 地上補完システム（IMES） 

２.２.７.１. 一般 
 地上補完システム（IMES）とは、GPS（全地球測位システム）で使用されている 1.5GHz 帯の電波

により場所情報コードを発信する機器であり、電波マーカーと類似の機能を有している。また、一般的

な GPS 機能付き携帯情報端末で受信できる可能性があるという特徴を有している。 
 しかしながら、本手法は、自律移動支援システムの位置特定インフラとしての検証の経験が少なく、

基礎的な特性が十分に解明されていないことから、引き続き技術開発および実用性の検証が必要である。 
そのため、これまでの実証実験で使用された地上補完システム（IMES）の基本仕様を参考資料 1.2.5.

に示し、ここでは、共通化が望ましい事項、およびその他の技術的要求事項について、基本的な事項を

記述するにとどめた。 
２.２.７.２. 共通化が望ましい事項 
１）信号の基本仕様。 
２）場所情報コードの格納（送信）方法。 
２.２.７.３. その他の技術的要求事項 
１）設置される環境条件に十分耐えられること。 
２）電源は AC 給電方式を基本とするが、その他の方式であってもよい。 
３）各種設定を電波または有線による遠隔操作で変更できることが望ましい。この場合、第三者による

改ざん等を防止するために必要な措置をとること。 
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２.２.８. 照明器具を用いた可視光線通信 

２.２.８.１. 一般 
照明器具を用いた可視光線通信とは、照明器具の発する光（可視光線）により場所情報コードを発信

する機器であり、赤外線マーカーと類似の機能を有している。広く普及している照明器具が位置特定イ

ンフラとして使用できることから、設置や保守・管理面でのメリットが期待される。 
これまでに、総務省戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）における「視覚障害者歩行支援を

軸とした蛍光灯通信位置情報プラットフォームの開発」プロジェクト（平成 18～20 年度）等において、

蛍光灯照明（インバーター点灯方式）を使用したものについて、一定の実用性が確認されているものの、

平成 21 年 3 月現在、可視光線通信全般についての国際的な標準規格が、IrDA（赤外線データ通信協会）

において策定途上にある。 
そのため、ここでは共通化が望ましい事項、およびその他の技術的要求事項について、一般論を記述

するにとどめた。 
２.２.８.２. 共通化が望ましい事項 
１）可視光線通信の基本仕様（変調方式、通信プロトコル等）。 
２）場所情報コードの格納（送信）方法。 
２.２.８.３. その他の技術的要求事項 
１）設置される環境条件に十分耐えられること。 
２）電源は AC 給電方式とする。 
３）各種設定を電波または有線による遠隔操作で変更できることが望ましい。この場合、第三者による

改ざん等を防止するために必要な措置をとること。 
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２.３. 歩行空間ネットワークデータ 

２.３.１. 一般 

 ここでは、自律移動支援のサービスを提供する上で必要となる、ネットワークの構成状況に関する情

報（以下、「ネットワークデータ」という）、および歩行経路の状況を表現するためネットワークデータ

に付与されるデータ（以下、「経路情報」という）を、統一的な方法で、収集、蓄積していくために必

要となる基本的な仕様を定める。対象とする歩行空間は、道路、広場、公園内通路等の公共空間、およ

び駅等の公共交通施設のほか、大規模建造物内の通路とする。 
 なお、仕様の策定に当たっては、１章に示したサービスの対象者、内容を念頭に、基礎データの収集・

整備に関する作業を誰もが実施しやすいことに配慮しつつ、取得すべきデータの項目及び内容について

定義した。 
 また、歩行経路や歩行空間の状況は、経年的な変化を生じうるものである。歩行空間ネットワークデ

ータについては、実際の歩行経路・空間の状況との間に、サービス提供上の支障となるような差異が生

じないよう、継続的な維持・管理を行うことが求められる。各地域におけるサービスの内容、求められ

るサービスの精度・水準、データの管理体制等を踏まえながら、適切なデータ管理を行うものとする。 
２.３.２. ネットワークデータ 

２.３.２.１. ネットワークデータの構成 
 ネットワークデータは、歩行経路を示す「リンク」、およびリンクの結節点である「ノード」によっ

て構成する。 
２.３.２.２. リンクの種類 
 リンクの種類は下記の通りとする。 
１）道路・通路 
駅構内を含む道路、および専ら歩行者の通行の用に供するための通路。 
ア）歩道 
専ら歩行者の通行の用に供するために、縁石又はさくその他これに類する工作物により区画して

設けられる道路の部分。 
イ）歩行者専用道路 
歩道のうち、歩行者専用のもの。（階段は含まない。） 

ウ）園路 
公園・自然公園等の内部に設けられた歩行者専用道路等。（階段は含まない。） 

エ）歩車共存道路 
縁石又はさくその他これに類する工作物により区画されていない道路。 

オ）横断歩道 
車道部のうち、主に交差点付近で歩行者が横断するために路面標示で区分された部分。 

カ）動く歩道 
歩道のうち、連続的に平らな踏み面を持ったベルトコンベアに類似したスロープで構成される自

動装置を有するもの。 
キ）自由通路 
主に鉄道駅における、通路が交差する場所や大通路、中央広場など。 

ク）踏切 
鉄道と交差する道路の部分で、道路と鉄道敷地の境界線によって構成される部分。 
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ケ）建物出入口 
施設の出入口と近接する歩道等を結ぶ経路。 

２）昇降施設 
道路・通路のうち、垂直方向に移動することを目的に設置される施設。 
ア）エレベーター 
人や荷物を載せた箱を垂直に移動させる昇降機。 

イ）エスカレーター 
主として建物の各階を移動する目的で設置・利用される階段状の昇降機。 

ウ）階段 
階段。 

エ）スロープ 
進行方向に勾配を持つ道路または通路。 

２.３.２.３. リンクの取得 
 リンクの取得は以下による。 
１）道路（歩道および歩車共存道路）については、歩道が設置されている場合は当該歩道を歩行経路

としてリンクを取得する。ただし、中央線がある道路は、歩道が設置されていない道路側端部に

ついても歩行経路としてリンクを取得する。なお、中央線がない歩車共存道路については、道路

の中心線を歩行経路としてリンクを取得する。 
２）踏切については、当該道路部分の構造により、前記に基づき取得する。 
３）エレベーター、エスカレーターについては、起終点となる位置・階層間を直線で連結するリンク

を取得する。 
４）その他のリンク種別については、実際の歩行経路に沿ってリンクを取得する。 

２.３.２.４. ノードの配置 
 ノードは以下の地点に配置する。 
１）経路の交差・分岐点 

リンクが交差・分岐する箇所。 
２）経路属性の変化点 

リンクの種類が変化する区間が存在する場合、変化する点（スロープの起終点等）。 
（注）位置特定インフラの設置位置、リンク上に存在するバス停等の施設などはノードとしない。 

２.３.２.５. ネットワークデータの管理 
 リンクおよびノードにより構成されるネットワークデータは、実際の歩行経路・空間の状況との間に、

必要なサービスを提供する上での支障となるような差異が生じないよう、適切に維持・管理されなけれ

ばならない。 
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２.３.３. 経路情報等 

２.３.３.１. リンクの属性情報と経路情報 
リンクに対して設定される属性情報は以下の項目とする。 

表 ２.３-1 リンクの情報 

項目名 形式 内容 

リンクＩＤ 文字列 リンク ID(ucode) 

起点ノードＩＤ 文字列 起点のノード ID(ucode) 

終点ノードＩＤ 文字列 終点のノード ID(ucode) 

経路の種類 コード 

1：歩道、2：歩行者専用道路、3：園路、4：歩車共存道路、5：

横断歩道、6：動く歩道、7：自由通路、 8：踏切、9：建物出入

口、10：エレベーター、11：エスカレーター、12：階段、13：ス

ロープ、99：不明 

経路の条件（幅員、段差等）を示す経路情報はリンクに対して設定し、リンク内の最も厳しい条件（幅

員最小値、段差最大値等）をもってリンク全体の経路情報とする。 
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リンクに対して設定される経路情報は以下の項目とする。 
表 ２.３-2 リンクに対して設定される経路情報 

項目名 形式 内容 

供用開始時間 文字列 
供用時間制限のある場合、サービス開始時刻を記入。供用時間制限のない場合、省

略。形式は HH-MM 

供用終了時間 文字列 
供用時間制限のある場合、サービス終了時刻を記入。供用時間制限のない場合、省

略。形式は HH-MM 

供用開始日 文字列 

道路・通路の供用開始前にネットワークデータを構築する場合、供用開始日を記入。

供用中の通路の場合、省略。書式は、「YYYY（西暦） MM DD」の半角スペース区切

り。 

供用終了日 文字列 
道路・通路の供用終了が予定されている場合、供用終了日を記入。供用終了が予定

されていない場合、省略。書式は、「YYYY（西暦） MM DD」の半角スペース区切り。

供用制限曜日 文字列 

供用曜日制限のある場合、供用しない曜日を記入。供用曜日制限のない場合、省略。

曜日を数字に変換(1：月曜日～7：日曜日)し、複数曜日ある場合は数字の小さい順

に続けて表記。 

方向性 コード 0:両方向、1：起点より終点方向、2：終点より起点方向、9：不明 

通行条件 コード 
0：自由に通行できる、1：通り抜けが好ましくない（プライベート空間）通路、2：

料金の支払いが必要、9：不明 

有効幅員 コード 

0：1.0m 未満、1：1m 以上 1.5m 未満、2：1.5m 以上 2.0m 未満、3：2.0m 以上、9：不

明 

（当該リンク内の最小有効幅員（放置自転車等の可搬物を除く）をもって評価する。

ただし、電柱、車止め等による局所的な幅員の減少で、かつ１ｍ以上の幅員が確保

されている場合は、局所的幅員減少区間以外の最小有効幅員とする。） 

縦断勾配 コード 
0：手動車いすで自走困難な箇所なし、1：手動車いすで自走困難・電動車いすでは

走行可能な箇所あり、3：電動車いすでも走行困難な個所あり、9：不明 

路面状況 コード 
0：通行に問題なし、1：凹凸がある（通行に問題あり）、2：土、3：砂利、4：その

他、9：不明 

段差 コード 
0：2cm 未満、1：2～5cm 、2：5～10cm、3：10cm 以上、9：不明 

（当該リンク内の最大段差をもって評価） 

階段段数 数値 段数を整数で表記 

手すり コード 
0：なし、1：右側にあり、2：左側にあり、3：両側にあり、9：不明 

 （方向は起点側から見た方向） 

屋根の有無 コード 0：なし、1：あり、9：不明 

蓋のない溝、水路

の有無 
コード 0：なし、1：あり、9：不明 

バス停の有無 コード 0：なし、1：あり、9：不明 

視覚障害者誘導用 

ブロック 
コード 

0：視覚障害者誘導用ブロックの設置なし 1：縦断方向に敷設され視覚障害者の誘

導が可能、9：不明 

扉 コード 
0：なし、1：自動ドア、2：自動ドア（押しボタン式）、3：手動式引戸、4：手動式

開戸、5：回転ドア、8：その他のドア、9：不明 

補助施設の設置状

況 
コード 

0：なし、1：車いすステップ付きエスカレーター 2：階段昇降機 3：段差解消機

8：その他の補助施設、9：不明 

エレベーターの種

別 
コード 0：障害対応なし、1：点字・音声あり、2：車いす対応、3：1・2両方、9：不明 

信号の有無 コード 
0：信号なし 1：時差式信号あり 2：押しボタン式信号あり 8：これら以外の信

号、9：不明 

信号種別 コード 0：音響なし、1：音響あり、9：不明 
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２.３.３.２. ノードの属性情報 
歩行空間ネットワークのノードに対して設定される属性情報は以下の項目とする。 

表 ２.３-3 ノード情報 

種別 項目名 形式 内容 

一般 

ノードＩＤ 文字列 ノード ID(ucode) 

緯度経度桁数コード コード
1：1秒単位、2：1/10 秒単位、3：1/100 秒単位、 

4：1/1,000 秒単位、5：1/10,000 秒単位のいずれか 

位置情報 

緯度 文字列

中心位置の緯度 

小数点形式（DD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

経度 文字列

中心位置の経度 

小数点形式（DDD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

高さ 文字列 階層数 

接続リンクＩＤ 文字列 接続するリンク ID(ucode)を記入 

 
２.３.３.３. 図形データの作成 
 ノードの位置関係やリンクの形状を示すため、適切な形式で図形データを作成する。データの形式に

ついてはここでは規定しないが、図形とノード、リンク、およびそれらに付加された情報との対応が容

易に判別できるものでなければならない。 
２.３.３.４. 経路情報等の管理 
 リンク情報、ノード状況、図形データからなる経路情報等は、実際の歩行経路・空間の状況との間に、

必要なサービスを提供する上での支障となるような差異が生じないよう、適切に維持・管理されなけれ

ばならない。 
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２.４. 施設データ 

２.４.１. 一般 

 施設データ仕様は、自律移動支援のサービスを提供する上で必要となる公共施設等に関するデータを、

収集、蓄積していくために必要となる基本的なルールを定めたものであり、想定するサービスの対象者、

内容を踏まえ、必要な情報を収集、蓄積していく必要がある。 
 施設データは、サービス提供に必要とされる情報内容、既存のデータベースの内容は地域事情を反映

して多種多様であり、１章に示すサービスの対象者、サービス内容に細かく対応した項目、内容を共通

仕様として設定すると、地域によっては大きな負担となることが予想される。そのため、施設データと

しては、当面、「公共用トイレ」「公共施設」「病院」「指定避難所」に関して、地域事情に応じた内容を

収集するものとし、努力目標としてのデータ項目を示すにとどめ、将来的に、１章に示すサービスの対

象者、サービスの内容に対応していくこととした。 
 また、施設の立地状況や内容は、経年的な変化を生じうるものである。施設データについては、実際

の施設の立地状況や内容との間に、サービス提供上の支障となるような差異が生じないよう、継続的な

維持・管理を行うことが求められる。各地域におけるサービスの内容、求められるサービスの精度・水

準、データの管理体制等を踏まえながら、適切なデータ管理を行うものとする。 
２.４.２. 対象とする施設および情報 

「公共用トイレ」「公共施設」「病院」「指定避難所」に関して収集・整備・管理すべきと考えられる

情報項目は表 ２.４-1～表 ２.４-4 に示す通りである。 
 



 

31 

表 ２.４-1 公共用トイレの情報 

種別 項目名 形式 内容 

公共用トイレ 

施設 ID 文字列 施設 ID(ucode) 

緯度経度桁数 

コード 
コード

1：1秒単位、2：1/10 秒単位、3：1/100 秒単位、4：1/1,000

秒単位、5：1/10,000 秒単位のいずれか 

緯度 文字列

中心位置の緯度 

小数点形式（DD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

経度 文字列

中心位置の経度 

小数点形式（DDD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

階層 文字列 階層数 

男女別 コード
1：男、2：女、3：共用 

（男女別の場合は施設を２つに分ける） 

多目的トイレ コード
0：なし、1：あり（オストメイト対応なし）、2：あり

（オストメイト対応あり） 

ベビーベッド コード 0：なし、1：あり 

供用開始時間 文字列
供用時間制限のある場合、供用開始時刻を記入。供用時

間制限のない場合、省略。形式は HH-MM 

供用終了時刻 文字列
供用時間制限のある場合、供用終了時刻を記入。供用時

間制限のない場合、省略。形式は HH-MM 

供用制限曜日 文字列

供用曜日制限のある場合、供用しない曜日を記入。供用

曜日制限のない場合、省略。曜日を数字に変換(1：月曜

日～7：日曜日)し、複数曜日ある場合は数字の小さい順

に続けて表記。 

 
表 ２.４-2 公共施設の情報 

種別 項目名 形式 内容 

公共施設 

施設 ID 文字列 施設 ID(ucode) 

名称 文字列 施設の名称 

所在地 文字列 施設の所在地 

電話番号 文字列 施設の電話番号 

緯度経度桁数 

コード 
コード

1：1秒単位、2：1/10 秒単位、3：1/100 秒単位、4：1/1,000

秒単位、5：1/10,000 秒単位のいずれか 

緯度 文字列

中心位置の緯度 

小数点形式（DD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

経度 文字列

中心位置の経度 

小数点形式（DDD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

階層 文字列 階層数 

供用開始時間 文字列
供用時間制限のある場合、供用開始時刻を記入。供用時

間制限のない場合、省略。形式は HH-MM 

供用終了時刻 文字列
供用時間制限のある場合、供用終了時刻を記入。供用時

間制限のない場合、省略。形式は HH-MM 

供用制限曜日 文字列

供用曜日制限のある場合、供用しない曜日を記入。供用

曜日制限のない場合、省略。曜日を数字に変換(1：月曜

日～7：日曜日)し、複数曜日ある場合は数字の小さい順

に続けて表記。 

多目的トイレ コード
0：なし、1：あり（オストメイト対応なし）、2：あり

（オストメイト対応あり） 
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表 ２.４-3 病院の情報 

種別 項目名 形式 内容 

病院 

施設 ID 文字列 施設 ID(ucode) 

名称 文字列 施設の名称 

所在地 文字列 施設の所在地 

電話番号 文字列 施設の電話番号 

緯度経度桁数 

コード 
コード

1：1秒単位、2：1/10 秒単位、3：1/100 秒単位、4：1/1,000

秒単位、5：1/10,000 秒単位のいずれか 

緯度 文字列

中心位置の緯度 

小数点形式（DD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

経度 文字列

中心位置の経度 

小数点形式（DDD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

階層 文字列 階層数 

診療科目 文字列

1：内科、2：小児科、3：外科、4：産婦人科、8：その

他 

複数科の場合は数字の小さい順に続けて表記 

休診日 文字列

休診日のある場合、休診する曜日を数字に変換(1：月曜

日～7：日曜日)し、複数曜日ある場合は数字の小さい順

に続けて表記（診療科目ごとに休診日が異なる場合は別

施設とする） 

多目的トイレ コード
0：なし、1：あり（オストメイト対応なし）、2：あり

（オストメイト対応あり） 

 
表 ２.４-4 指定避難所の情報 

種別 項目名 形式 内容 

指定避難所 

施設 ID 文字列 施設 ID(ucode) 

施設種別 コード 1：広域避難所、9：その他の避難所 

地区名 文字列 施設の所在地区名 

名称 文字列 施設の名称 

所在地 文字列 施設の所在地 

電話番号 文字列 施設の電話番号 

緯度経度桁数 

コード 
コード

1：1秒単位、2：1/10 秒単位、3：1/100 秒単位、4：1/1,000

秒単位、5：1/10,000 秒単位のいずれか 

緯度 文字列

中心位置の緯度 

小数点形式（DD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

経度 文字列

中心位置の経度 

小数点形式（DDD°．MM′SS″SSSS）とする 

（座標系は世界測地系とする） 

階層 文字列 階層数 

風水害対応 コード 0：不可能、1：可能 

多目的トイレ コード
0：なし、1：あり（オストメイト対応なし）、2：あり

（オストメイト対応あり） 
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２.５. アプリケーション・サービス機能 

２.５.１. 一般 

 自律移動支援システムのアプリケーション・サービス機能は、場所に関する情報と利用者の属性や要

求に基づき、その場でユーザーが必要とする情報を提供する機能である。 
アプリケーション・サービス機能は、利用者の持つ携帯情報端末、アプリケーションソフトウェアお

よび情報提供サーバー（狭義のアプリケーション・サービス機能）、そしてこれらを結ぶ通信回線によ

って実現されるのが一般的であるが、サービスの規模や形態によっては、情報提供サーバーが携帯情報

端末に内蔵された機能の一部として実現される場合などもあるため、ここでは、これら３つを合わせた

ものを広義のアプリケーション・サービス機能として取り扱う。 
１.２でも述べているように、位置特定インフラや各種データの整備に当たっては、公的主体が重要な

役割を果たす一方で、アプリケーション・サービス機能については、多種多様な民間主体が自由に参入

し、提供することが想定されている。そのため、各アプリケーション・サービス機能については、提供

主体の創意工夫と競争的な発展を促すよう配慮し、本仕様（案）では、個々の機器やソフトウェア等に

関する具体的な仕様を定めず、これらに求められる基本的な要件を提示するにとどめた。なお、対象と

する利用者の特性ごとに特に重視されるサービスと、そのサービスを提供するためにシステムに求めら

れる配慮については、1.1.3.にまとめている。 
２.５.２. 携帯情報端末 

 携帯情報端末は、一般的な情報通信機器に求められる要件に加え、次の要件を満たしていることが望

ましい。 
1) 利用者の属性に配慮した、使いやすい大きさ・形状であること。 
2) 操作方法は、利用者の属性に適応したものであること。 
3) サービスの提供に必要な位置特定機能（位置特定インフラ、GPS 等）に対応していること。 
4) 情報提供は、利用者の属性に応じ、音声、文字、画像、振動、またはこれらの組み合わせにより行

えること。 
5) 情報提供を音声で行う場合は、利用者の聴きやすさに配慮して、音量、音質（音の高さ）、情報提

供速度などが調節可能であること。 
6) 情報提供を文字、画像で行う場合には、利用者の見やすさに配慮して、配色、大きさ等の切り替え

が可能であること。 
２.５.３. アプリケーションソフトウェアおよび情報提供サーバー 

 アプリケーションソフトウェアおよび情報提供サーバーは、次の要件を満たしていることが望ましい。 
1) 利用者の属性に応じた適切なサービスを提供できること。 
2) 利用者の嗜好や場所への習熟度に応じ、情報提供の内容や詳細度を選択できること。 
3) 利用者のプライバシー保護に十分配慮されていること。 
4) 処理時間（応答時間）が適切であること。 
5) プッシュ型、プル型双方の情報提供形態に対応可能なこと。 
２.５.４. 通信回線 

 通信回線は、次の要件を満たしていることが望ましい。 
1) 通信速度（通信時間）、通信可能エリア、利用コスト等が利用者の利便性に配慮されていること。 
2) 利用者のプライバシー保護に十分配慮されていること。 
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３. 位置特定インフラ設置要領 
３.１. 一般 

 情報を有するべき社会基盤、施設上の「場所」に設置され、場所情報コードを発信するための機器類

である各種位置特定インフラの設置に関する基本的な考え方を示す。 
３.２. 電波マーカー等、プッシュ型の位置特定インフラ 

1) 基本的には、たとえば、交差点や、階段など歩行者にとって障害（バリアー）となる経路の起終点、

エレベーターやエスカレーターなど移動補助施設の設置箇所など、歩行空間ネットワークデータ

（２.３参照）を構成するノード（２.３.２.４参照）の周辺に設置する。（２.３.２.４でも述べた通

り、位置特定インフラの位置とノードの位置は必ずしも一致する必要はない。） 
2) 1)に加え、公共用トイレやバス停など、歩行空間ネットワークのノードとなっていない施設等の位

置に関連するサービスの提供上必要な場合、それら施設等の周辺に設置する。 
3) 設置位置については、位置特定インフラの位置特定範囲（通信半径）、利用者の移動速度、サービ

スに求められる情報提供タイミングなどを考慮し、「移動案内」等のサービス提供間隔が疎遠とな

りすぎないよう、適切な密度で配置されるように決定する。 
３.３. IC タグ、QR コードタグ等、プル型の位置特定インフラ 

1) 各種案内板等、プル型でのサービスを提供する必要のある箇所に設置する。 
2) 設置位置については、利用者の位置情報取得の利便性等に配慮して決定する。 
３.４. IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロック 

1) 視覚障害者誘導用ブロックには、必要に応じ IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックを設置する。

視覚障害者誘導用ブロックの配置については、『視覚障害者誘導用ブロック設置指針・同解説』（昭

和 60 年 9 月 日本道路協会）、『改訂版 道路の移動等円滑化整備ガイドライン』（平成 20 年 2 月 財
団法人国土技術研究センター）などの指針・ガイドライン等に従うことが望ましい。 

2) IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックの配置に際しては、利用者の歩行速度や白杖の使い方（振り

方）による「読み飛ばし」や、故障に対する冗長性を考慮する必要がある。これまでの実証実験等

により推奨される IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックの配置パターンを以下に示す。 
1. 横断歩道，施設前など 

 歩行者導線と接する部分（標準６枚）と、その他の部分のおおむね半分（千鳥状配置とする）

に IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックを配置する。（図 ３.４-1） 
 ただし、歩行者導線に沿って視覚障害者誘導用ブロック（線状ブロック）が設置されず、横

断歩道，施設前などの視覚障害者誘導用ブロック（点状ブロック）が単独で設置されている場

合には、この例によらず、すべての視覚障害者誘導用ブロックを IC タグ付き視覚障害者誘導

用ブロックとする。 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３.４-1 ＩＣタグ付き視覚障害者誘導用ブロックの配置パターン１ 

点状ブロック（IC タグ付き）

点状ブロック（IC タグ無し）

線状ブロック（IC タグ付き）

線状ブロック（IC タグ無し）
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2. 分岐・交差・屈曲部など 

 分岐部（標準６枚）、交差部（標準４枚）、屈曲部（標準４枚）に IC タグ付き視覚障害者誘

導用ブロックを配置する。（図 ３.４-2） 

 

 

 

図 ３.４-2 ＩＣタグ付き視覚障害者誘導用ブロックの配置パターン２ 

 
3. 予告用 

 横断歩道や分岐点などの重要なポイント手前（5m 前を標準とする）に，予告用の IC タグ付

き視覚障害者誘導用ブロックを３枚配置する。（図 ３.４-3） 
 

 

 

 
 
 
 
 

図 ３.４-3 ＩＣタグ付き視覚障害者誘導用ブロックの配置パターン３ 

 

5m 先に T字路があります． 

点状ブロック（IC タグ付き）

点状ブロック（IC タグ無し）

線状ブロック（IC タグ付き）

線状ブロック（IC タグ無し）

点状ブロック（IC タグ付き）

点状ブロック（IC タグ無し）

線状ブロック（IC タグ付き）

線状ブロック（IC タグ無し）
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４. 位置特定インフラ保守点検要領 
４.１. 一般 

 あらかじめ想定するサービスの内容を、必要な水準を確保しつつ継続的に提供する観点から、保守・

点検のあり方について示す。 
４.２. 管理目標の設定 

 自律移動支援システムの保守・点検においては、想定するサービスの内容と、確保すべきサービスの

水準をあらかじめ明確にしておく必要がある。 
サービス水準については、システムの不具合によりサービス停止が起こる頻度や、許容されるサービ

ス停止時間が指標となるが、高いサービス水準を求めるほど、高い頻度での保守・点検が必要となる。 
したがって、各地区の事情、すなわち対象とする利用者の属性やサービスの内容等を踏まえてサービ

ス水準を適切に設定し、それらに基づいた適切な保守・管理を行うとともに、必要に応じて、機器等の

設置に際して冗長性を考慮するなどの配慮が求められる。また、こうした運用、管理上の考え方につい

ては、あらかじめ利用者等に説明を行い、社会的コンセンサス（合意）をとっておくことが重要である。 
４.３. 位置特定インフラの保守・点検 

 位置特定インフラの保守・点検の基本は、利用者の携帯情報端末で場所情報コードが正常に取得でき

るかどうか確認することにある。 
４.３.１. 電波マーカー等、プッシュ型の位置特定インフラ 

 これらの位置特定インフラは、電波等を利用して場所情報コードを発信している。 
 これらの位置特定インフラについては、これまでの実証実験等において一定の信頼性が確認されてい

るが、機器の故障時には場所情報コードの発信が停止してしまう。また、特に電源に電池を用いる機器

においては、電池の消耗による動作停止の可能性がある。 
 したがって、これらの位置特定インフラの定期的な点検は、場所情報コードを発信する電波等が正常

に送信されているかを確認することによって行う。 
 点検手法としては、設置済み機器の一覧表（データベース）にアクセス可能な携帯端末等を使用し、

機器設置エリアを徒歩等で移動しながら点検を行い、場所情報コードが正常に受信できなかったものを

自動的に抽出する方法が考えられる。 
４.３.２. IC タグ、QR コードタグ等、プル型の位置特定インフラ 

 これらの位置特定インフラは、携帯情報端末をタグ等に近接させ、あるいは携帯情報端末で画像を読

み取ることで場所情報コードを発信している。 
 これらの位置特定インフラについては、これまでの実証実験等においていたずら等による破損、紛失

や汚れ、あるいは経年による汚れや印刷の劣化による機能不全の可能性が確認されている。 
 したがって、これらの位置特定インフラの定期的な点検は、先に述べたような損傷等を目視で確認す

ることを中心に実施する。 
 点検手法としては、他の施設等の日常点検（徒歩巡回）等と合わせて実施することが考えられる。 
４.３.３. IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロック 

 IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックは、電波を利用して場所情報コードを発信しているが、電波マ

ーカー等と異なり、タグリーダー（アンテナ）を IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックに十分接近さ

せなければ反応が確認できないという特徴がある。 
 これまでの実証実験等においては、主に屋外に設置されるコンクリートブロック型の IC タグ付き視

覚障害者誘導用ブロックについては十分な耐久性が確認されているが、主に屋内に設置されるシート型
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の IC タグ付き視覚障害者誘導用ブロックについては、踏み付け等による繰り返しの荷重・衝撃を高い

頻度で受ける箇所における耐久性に課題が残っていることが報告されている。一方、基本的に一つの情

報発信箇所について複数の IC タグ付き視覚障害者誘導ブロックが設置されることにより、ある程度の

冗長性が確保されていると考えられる。 
 したがって、点検頻度の設定に当たっては、これら両者のバランスを考慮しつつ、当初は点検頻度を

少なく設定し、設置年月に応じて点検頻度を増やすなどの配慮が求められる。 
 点検手法としては、電波マーカー等と同様、設置済み機器の一覧表（データベース）にアクセス可能

な携帯端末等を使用し、機器設置エリアを徒歩等で移動しながら点検を行い、場所情報コードが正常に

受信できなかったものを自動的に抽出する方法が考えられるが、タグリーダー（アンテナ）を IC タグ

付き視覚障害者誘導用ブロックに十分接近させる必要から、移動可能な治具などを使用した効率化等を

考える必要がある。 




